
資料１ 

協議事項 地域公共交通確保維持改善事業評価（生活交通確保維持改善計画事業）について 

１． 事業実施の目的・必要性 

飯綱町では、「生活サービス機能、交通ネットワーク等が確保された小さな拠点を形成し、住み慣れた

地域で将来にわたり暮らし続けられる町」を目指している。公共交通の役割は、誰もが、町に整備された

生活サービス機能（目的施設）や町外の目的施設にアクセスできるよう、移動手段を担うことである。 

本町では、「地域内交通」として芹沢線・国道線、飯綱温泉線、地蔵久保線、堀越線、奈良本線、東

柏原線、予約型デマンドワゴン、予約型ナイトワゴン、iバスコネクトを運行している。また、「地域間交通」

として、しなの鉄道北しなの線、長電バス牟礼線が運行されている。 

一方で、今後、人口の減少がますます進むことにより、利用者の絶対数が減少することが想定されて

いる。このような社会状況の中では、移動サービスの提供者である交通事業者や本町の努力だけでは、

運行を維持していくことは難しい。加えて、本町では、高齢化がますます進んでおり、車を運転できなく

なっても住み慣れた地域で暮らし続けるための移動手段を確保・維持する重要性は高まり続けている

（独自のバスヘルパー制度を導入し、協働で公共交通を乗って残すための努力を続けている）。 

このため、地域公共交通確保維持事業により、高齢者の通院・買い物等の移動手段となっている予約

型デマンドワゴンを確保・維持していくことが必要である。 

２． 事業内容 

日中予約型デマンドワゴンの運行 

３． 事業実施の適切性 

事業が計画に位置付けられたとおり適切に実施された。 

４． 目標・効果達成状況 

（１） 目標設定 

① 利用者数を令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）と同程度とする 9,000 人/年以上の

利用を目指す。 

② 予約型デマンドワゴンに対する年間公的負担額を令和３年度と同程度の 1,700 万円/年未

満とする。 

③一乗車あたりの公的負担額も令和３年度と同程度の 1,900 円/年未満とする。 

（２） 達成状況 

事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった。 

① 利用者数 

目標値 実績値 取組 

９，０００人 ９，０２６人 ・運行回数の維持及び i バス

の情報発信に努めた。 

②  予約型デマンドワゴンに対する年間公的負担額 

実績値２，３２５万円（目標値【１，７００万円】令和３年度比３６．８％増） 

③ 一乗車あたりの公的負担額 

実績値２，５７５円（目標値【１，９００円】令和３年度比３５．５％増） 

  


